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回次
第65期

第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結

累計期間
第65期

会計期間

自2020年
10月１日
至2021年
６月30日

自2021年
10月１日
至2022年
６月30日

自2020年
10月１日
至2021年
９月30日

売上高 （千円） 17,519,555 21,133,218 23,752,536

経常利益 （千円） 4,920,253 6,456,050 6,092,271

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 3,428,621 4,369,489 4,407,201

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,739,846 4,573,123 4,703,755

純資産額 （千円） 17,760,598 20,948,826 18,528,809

総資産額 （千円） 21,951,744 26,307,405 23,778,196

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 127.69 162.90 164.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 80.9 79.6 77.9

回次
第65期

第３四半期連結
会計期間

第66期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2021年
４月１日
至2021年
６月30日

自2022年
４月１日
至2022年
６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 55.83 61.69

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　①経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（2021年10月１日から2022年６月30日まで）における世界経済は、ワクチン接種の進展

による行動制限の緩和や各種経済対策の効果がみられる一方、半導体等の供給制約やインフレ圧力にくわえ、地政学

リスクの高まりなど様々な下振れリスクが残る状況が続いております。

高級二輪乗車用ヘルメット市場、特に先進国市場においては、二輪乗用車が三密を避ける移動手段・レジャーとし

て人気が高まっているため、コロナ禍でもむしろ需要が維持・拡大しており、同市場の需要は堅調に推移しておりま

す。尚、現在ポストコロナの需要動向に付き、鋭意情報を集めているところですが、中国市場を始めとするアジア市

場は、今のところは、需要の低下は認められておりません。

このような市場状況のなか、当社が推し進めているお客様のニーズに沿った新モデルの開発・販売及びお客様の安

全をサポートするサービスが引き続き成功裏に推移しました。

当第３四半期連結累計期間における日本及び海外を合わせた販売数量は、好調な先進国市場が牽引し前年同期比

16.6%増となりました。欧州市場の販売数量は引き続き堅調な小売り状況を反映して前年同期比26.2%増となりまし

た。北米市場の販売数量は、二輪関連市場の好調が継続するなか在庫積み増しを含めた積極的な受注を受けているこ

とから前年同期比93.4%増となりました。日本市場の販売数量も、前年度からの好調を持続しており前年同期比22.4%

増となりました。アジア市場の販売数量は、生産能力が限られるなかで中国現地代理店の発注が他地域の代理店に出

遅れたことから、前年同期比36.2%の減少となりました。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は21,133,218千円と前年同期比3,613,662千円（20.6%）

の増収、前年度に順次投入した新モデル（Z8シリーズ）等の値上げ効果、円安や販売費及び一般管理費が想定より費

消されなかったことから、営業利益は6,400,418千円と前年同期比1,539,825千円（31.7%）の増益となりました。経

常利益は6,456,050千円と前年同期比1,535,797千円（31.2%）の増益、税金等調整前四半期純利益は6,456,102千円と

前年同期比1,534,169千円（31.2%）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は4,369,489千円と前年同期比

940,868千円（27.4%）の増益となりました。

②財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,529,209千円増加し、26,307,405千円となり

ました。主な要因は、売掛債権及び棚卸資産の増加等による流動資産1,878,014千円の増加と、設備投資による固定

資産651,194千円の増加であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ109,191千円増加し、5,358,579千円となりました。主な要因は、買掛金の増加等

による流動負債264,743千円の増加と、退職給付に係る負債の減少等による固定負債155,551千円の減少であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ2,420,017千円増加し、20,948,826千円となりました。主な要因は、利益剰余

金が2,162,986千円増加したことであります。

(2) 重要な会計上の見積り

　当第３四半期連結累計期間において、当該会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載については重要な変

更はありません。

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等については重要な変更はあ

りません。
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(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題につ

いては、重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、138,087千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに締結又は決定した経営上の重要な契約等はありません。
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種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 56,000,000

計 56,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2022年８月12日)

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 26,856,858 26,856,858
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数100株

計 26,856,858 26,856,858 ― ―

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2022年４月１日

～

2022年６月30日

― 26,856,858 　― 1,421,929 　― 418,773

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（５）【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

 　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載

　 することができませんので、直前の基準日である2022年３月31日の株主名簿により記載しております。

2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 27,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 26,820,500 268,205 単元株式数100株

単元未満株式 普通株式 8,758 － 同上

発行済株式総数 26,856,858 － －

総株主の議決権 － 268,205 －

①【発行済株式】

（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式 48株が含まれております。

2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義

所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

株式会社ＳＨＯＥＩ 東京都台東区一丁目31番７号 27,600 - 27,600 0.1

計 ― 27,600 - 27,600 0.1

②【自己株式等】

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年10月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,426,062 11,497,926

受取手形及び売掛金 2,393,715 3,129,526

商品及び製品 1,646,080 2,468,085

仕掛品 999,435 1,363,929

原材料及び貯蔵品 1,038,084 959,231

その他 1,353,487 1,315,876

貸倒引当金 △2,623 △2,320

流動資産合計 18,854,243 20,732,257

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,725,216 4,101,584

減価償却累計額 △2,245,184 △2,302,219

建物及び構築物（純額） 1,480,032 1,799,364

機械装置及び運搬具 3,948,169 4,232,196

減価償却累計額 △2,726,108 △2,969,304

機械装置及び運搬具（純額） 1,222,060 1,262,892

工具、器具及び備品 4,883,954 5,174,268

減価償却累計額 △4,608,737 △4,766,144

工具、器具及び備品（純額） 275,217 408,123

土地 215,959 221,196

リース資産 83,121 83,121

減価償却累計額 △20,780 △33,248

リース資産（純額） 62,341 49,872

建設仮勘定 279,025 402,937

使用権資産 339,993 351,380

有形固定資産合計 3,874,629 4,495,767

無形固定資産 116,126 126,478

投資その他の資産

繰延税金資産 520,300 501,815

その他 412,896 451,086

投資その他の資産合計 933,197 952,902

固定資産合計 4,923,953 5,575,148

資産合計 23,778,196 26,307,405

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 728,056 804,424

リース債務 66,379 77,223

未払金 450,039 372,339

未払法人税等 1,098,818 1,117,460

賞与引当金 271,500 117,600

その他 1,291,700 1,682,190

流動負債合計 3,906,495 4,171,238

固定負債

リース債務 339,022 332,915

退職給付に係る負債 833,740 763,705

資産除去債務 41,455 41,511

その他 128,674 49,208

固定負債合計 1,342,892 1,187,340

負債合計 5,249,387 5,358,579

純資産の部

株主資本

資本金 1,421,929 1,421,929

資本剰余金 418,773 418,773

利益剰余金 17,290,836 19,453,822

自己株式 △187,202 △133,805

株主資本合計 18,944,337 21,160,720

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 - △21,009

為替換算調整勘定 △210,606 △12,733

退職給付に係る調整累計額 △222,924 △196,154

その他の包括利益累計額合計 △433,531 △229,897

非支配株主持分 18,003 18,003

純資産合計 18,528,809 20,948,826

負債純資産合計 23,778,196 26,307,405
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 17,519,555 21,133,218

売上原価 9,946,443 11,433,436

売上総利益 7,573,112 9,699,782

販売費及び一般管理費 2,712,519 3,299,363

営業利益 4,860,592 6,400,418

営業外収益

受取利息 791 119

為替差益 44,395 44,147

受取保険金 1,889 20

補助金収入 10,829 8,973

その他 9,274 11,610

営業外収益合計 67,180 64,870

営業外費用

支払利息 4,376 5,668

障害者雇用納付金 2,350 2,750

その他 793 819

営業外費用合計 7,519 9,238

経常利益 4,920,253 6,456,050

特別利益

固定資産売却益 1,680 51

特別利益合計 1,680 51

税金等調整前四半期純利益 4,921,933 6,456,102

法人税、住民税及び事業税 1,486,256 2,068,376

法人税等調整額 7,055 18,235

法人税等合計 1,493,311 2,086,612

四半期純利益 3,428,621 4,369,489

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,428,621 4,369,489

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 3,428,621 4,369,489

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 △14,082 △21,009

為替換算調整勘定 303,855 197,872

退職給付に係る調整額 21,451 26,770

その他の包括利益合計 311,224 203,633

四半期包括利益 3,739,846 4,573,123

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,739,846 4,573,123

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、首維(上海)摩托車用品有限公司は、重要性が増したため、連結の範囲に含めて

おります。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

　また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号　2020年３月31日)第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（追加情報）

　　　　（新型コロナウイルスの感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した（新型コロナウイルスの感染拡大に伴う会計上の見積りについ

て）に重要な変更はありません。

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した内容は以下になります。

　現時点において、新型コロナウイルスの収束時期などの合理的な予測は困難ですが、当社及び連結子会社は

入手し得る情報を踏まえ、以下の仮定を利用した見積りに基づき会計処理しております。

・新型コロナウイルスの一時的な感染再拡大リスクはあるものの、ワクチン接種の進展による行動制限の解除

に伴い、経済活動や営業活動は2022年９月期中に2019年９月期レベルまで回復する。

・世界経済は、引き続き回復基調を辿るとみられるものの、新たな変異株の拡散リスクや半導体等の供給面の

制約など様々な下振れリスクが残る状況は不変。

・高級二輪乗車用ヘルメット市場においては、欧州市場は、経済活動が徐々に戻りつつあるなか堅調な販売が

継続。その他地域も堅調な販売が継続、或いは、回復基調を辿る。

　なお、新型コロナウイルスの収束時期、各国・地域の諸対策を踏まえた経済情勢や市場動向について不透明

さが継続する場合には、見積りの不確実性は増大し、事後的な結果との間に乖離が生じる可能性があります。

前第３四半期連結累計期間
（自  2020年10月１日

至  2021年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2021年10月１日

至  2022年６月30日）

減価償却費 760,860千円 707,428千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。
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　(決議) 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

2020年12月24日

定時株主総会
普通株式 1,664,262 利益剰余金 62.0 2020年９月30日 2020年12月25日

　(決議) 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

2021年12月23日

定時株主総会
普通株式 2,199,062 利益剰余金 82.0 2021年９月30日 2021年12月24日

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年６月30日）

　配当金支払額

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年６月30日）

　配当金支払額

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2020年10月１日　至2021年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自2021年

10月１日　至2022年６月30日）

　当社グループは、乗車用ヘルメットの製造販売を主たる事業としております。開発と製造は当社が行い、国内

向け販売は当社及び国内子会社が、海外向け販売は当社及び海外子会社が行っております。事業を展開するうえ

で、販売状況については製品の種類別や地域ごとに分析を行っておりますが、子会社は販売機能のみを有した会

社であるため、経営資源の配分の決定や業績評価は、種類別や地域別ではなく当社グループ全体で行っておりま

す。従って、事業セグメントは単一です。このため、記載を省略しております。

地域別内訳

合計

日本 欧州 北米
アジア

その他
中国 その他

ヘルメット関連事業

二輪車用ヘルメット 4,038,968 8,104,212 3,678,441 2,086,327 840,143 478,493 19,226,587

官需用ヘルメット 24,876 － － － － － 24,876

その他 429,607 938,500 236,218 104,825 111,982 60,618 1,881,753

顧客との契約から生

じる収益
4,493,453 9,042,713 3,914,659 2,191,153 952,126 539,112 21,133,218

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 4,493,453 9,042,713 3,914,659 2,191,153 952,126 539,112 21,133,218

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当第３四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年６月30日）

（単位：千円）
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前第３四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日

至　2021年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日

至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 127円69銭 162円90銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
3,428,621 4,369,489

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
3,428,621 4,369,489

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,851 26,823

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　 　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2022年８月９日

株　式　会　社　Ｓ　Ｈ　Ｏ　Ｅ　Ｉ

　　取　締　役　会　　　　　　御　中

有限責任監査法人トーマツ

　　　東　京　事　務　所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　久世　浩一

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　大枝　和之

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＳＨＯＥ

Ｉの2021年10月1日から2022年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年４月1日から2022年６月30

日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年10月1日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＳＨＯＥＩ及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。



　（注） １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸

表に添付する形で別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

　当社代表取締役社長石田健一郎は、当社の第66期第３四半期（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

２【特記事項】

　特記すべき事項はありません。


